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平成３０年度 栃木県立栃木特別支援学校 学校評価（教職員による自己評価）

重点目標 他者理解・自己表現・集団参加・感情調整等の社会性の育成
評価基準 Ａ：達成できた Ｂ：ある程度達成できた Ｃ：やや不十分、一部改善の余地がある Ｄ：改善が必要である

①【知的障害教育部門 小学部】
評価項目 具体策 指標 評価 成果・取組状況 反省・改善

○個々に応じたコ ○サイン、絵カード、 ○児童の理解・ ・サイン等を積極的に ・これまでの実践
ミュニケーション 感情カード一覧表等を 表出できる言語 Ｂ 授業で活用したことで、 で、コミュニケー
の力を高める。 更に充実させ、活用す ・サイン等の数 児童の意思表示や言語 ション力が向上し

る。 が増えたか。 理解に伸長が見られた。 たので、今後も継
（言語、身振り、 新たに、場所や感情等 続して指導してい
表情、サイン等） （一覧表の追加、修正、 の表現方法（サイン、 く。

保護者への配布等） カード等）を加えて指
導したところ、表出で
きることが増えた。

・学部全体でサイン等 ・中学部と連携し、
を統一したことで担当 系統的な支援をし
教員が替わっても継続 ていきたい。（今年
した指導ができるよう 度は、合同伝達会
になった。 を実施）

○身近な人と好ま ○学年１名の事例を挙 ○対象児童が社 ・自分の感情の表現方 ・今年度の成果を
しい関わり方を身 げ、その指導方法や授 会適応スキル検 Ｂ 法や人との適切な関わ 次につなげられる
につける。 業内容等を検討・検証 査等の対人関係 り方等が身についてき よう、指導面で共

する。 等の項目におい た。集団生活を送る中 通理解を図りなが
（友達、教師、家 て、数値を高め、 で共感したり、協力し ら、学部全体で取
庭・施設等で関わ （事例検討会の実施と 伸長が見られた たりしながら活動でき り組んでいく。
る人） 授業作り） か。 るようになってきた。

検査等では指導の前後
で児童に向上した結果
が得られた。

・事例検討会の実施に
より、指導経過、児童
の変容について職員間
で確認し、効果的な手
立てを共有しながら実
践できた。

②【知的障害教育部門 中学部】
評価項目 具体策 指標 評価 成果・取組状況 反省・改善

〇個々の実態に応 〇言葉や発声、サイン、 〇個々に合った ・言葉やサインなどを ・コミュニケーシ
じた意思の表出方 絵カード等を実態に応 表出方法を用い、 Ｂ 用いた表出が増え、教 ョン力の向上には、
法を用いて、他者 じて用い、意思を伝え 意思を伝えたり、 師や友達とのやりとり 長期的な取組が必
と関わる経験を重 る学習に取り組む。 やりとりを楽し を楽しんだり、自分の 要である。今後も
ね、感情を整え良 〇友達や教師とそれぞ むことを通して、 思いを発表したりする 取組に修正を加え
好な対人関係を築 れの表出方法で意思交 身近な相手との 力が向上した生徒が多 ながら継続するこ
く 力 を 身 に 付 け 換をする場面を多く設 関係性を深める く見られた。アセスメ とで、個々のスキ
る。 け、やりとりの楽しさ ことができたか。 ント（旭出式社会適応 ルアップにつなげ

を味わうようにする。 （アセスメント スキル検査）では対象 ていく。
の評価に向上が 生徒の多くで向上が見
見られたか。） られた。

〇集団生活におけ 〇学級や学年で様々な 〇生徒個々が役 ・学級の係分担、作業 ・集団の一員であ
る自分の役割を理 役割分担を行い、集団 割を担いながら、 Ｂ や学校行事における役 るという自覚をよ
解し、協力し合っ の一員としての自覚を 集団生活を送る 割の内容を理解し、主 り高め、協力して
て生活する力を高 高める。 ことができたか。 体的に取り組むことが 生活していくため、
める。 できるようになった生 今後も取組を継続

〇学校生活全般におい 〇互いに認め合 徒が多く見られた。ま するとともに、主
て、協力し合う場面を いながら協力し た、学級や作業班など 体性をより育むた
多く設けるとともに、 て生活すること の集団を意識し、互い め、役割の与え方
互いに認め合う雰囲気 ができたか。 に助け合いながら生活 や支援の方法を再
作り、言葉掛けを心掛け することができるよう 検討するとよいと
る。 になった。 考える。
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③【知的障害教育部門 高等部】
評価項目 具体策 指標 評価 成果・取組状況 反省・改善

○職業的自立に必 ○作業学習等の授業実 ○職業能力評価 ･校内での挨拶、返事、 ･課題に対する共通
要となる基本的及 践を通して、生徒個々 表でのコミュニ 報告等を自分から行う 理解を指導者間で
び実践的なコミュ の課題となるコミュニ ケーション・対 Ｃ ことが増え、産現実習 更に深めていく必
ニケーション能力 ケーション・対人関係 人関係面の評価 でも外部の方に対して 要がある。
を高める。 等に関する指導に努 において、年度 自然に実践できていた。

め、能力の向上を図っ 当初と比べ伸長
ていく。 が見られたか。 ･自己の課題を意識して ･伸長の度合いが数

学校生活を送る生徒も 値に表れる程度で
見られた。 はない生徒もいる。

変容をきちんと捉
えて、評価表の見
直しと併せて、次
年度の指導に結び
つけていきたい。

○社会の一員とし ○自分の役割と他人の ○学級等の指導 ･教員間で日常的に話し ･同学級以外の指導
ての自覚を持ち、 立場を理解して、感情 単位において、 合う機会を設け、生徒 単位との共通理解
感情を調整しなが を調整しながら互いに 適切な環境作り Ｂ の日々の変化を把握し がまだ十分でない。
ら適切に行動する 協力し合うことができ や支援の在り方 た上で、共通認識を持
力を身に付ける。 るように支援する。 等についての検 って対応し、指導にあ ･感情の調整には、

討会を設定・実 たることができた。 学校の環境調整だ
施し、共通理解 けでは難しく、医
を持って対応を ･徐々に自分の感情をコ 療との連携や保護
図ることができ ントロールできるよう 者の理解･協力が不
たか。 になり、気持ちが落ち 可欠である。

着かないときに自分か
らクールダウンの申し ･周りの生徒に合わ
出ができるようになっ せるのではなく、
た生徒もいる。 苦手なこと、困っ

ていることを伝え
られるようにする
指導も必要である。

④【肢体不自由教育部門 小学部】
評価項目 具体策 指標 評価 成果・取組状況 反省・改善

【通常学級】
○自分の気持ちや ○意欲喚起を図るため ○場に応じた言 （在籍無しのため）
考えを適切に伝え に道徳での題材及び自 葉遣いで的確に
たり、相手の立場 立活動の領域を主に様 表現及び行動を
に立った言動や行 々な場面で設定 とることができ
動をしようとする たか。
意欲、態度を身に
付ける。
【重複障害学級】
○個に応じた表出 ○アセスメントの継続 ○児童一人一人 ・表出に対する的確な ・一人一人の教育
方法を身に付け、 による客観的な実態把 のコミュニケー Ｂ 読み取りや実態にあっ 的ニーズを捉え直
身近な人に対する 握と授業実践での評価 ション能力が向 た指導の継続により個 し、集団授業の中
表現力を高める。 チェックシートの活用 上したか。 々の評価を明確にする での個別の課題を

ことができ、対子ども 設定していく。
社会性や発声による意 ・コミュニケーシ
思の表出に関して伸び ョン行動の伸長を
が見られた。 客観的にみられる

さらに有用なアセ
スメントを模索す
る。

○順番や簡単な約 ○集団での学習機会の ○検討会の定期 ・定期的な検討会実施 ・実践記録や評価
束事を理解して集 定期的な設定による社 的な開催で、授 によりさらに授業実践 チェックシート等
団参加できる力を 会性向上のための授業 業実践の充実や Ｂ の充実がなされ、見通 の様式を再検討し
身に付ける。 の在り方の継続的な検 効果的な支援方 しを立て順番や簡単な より活用しやすい

討会の実施 法検討及び児童 約束ごとを理解できる ものにしていく。
の表出に対する 児童が増えた。 ・今後も様々な効
多角的な読み取 果的な学習グルー
りができたか。 プの設定を検討し

ていく。
・定期的な検討会
の継続に加え検討
内容を整理・絞り
込むことによって
さらに充実させて
いく。
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⑤【肢体不自由教育部門 中学部】
評価項目 具体策 指標 評価 成果・取組状況 反省・改善

【通常学級】
○様々な人と関わ ○交流学習や各教科 ○様々な授業を設 ・芸術家との学習やボ ・慣れている教師
る経験を重ね、感 学習職場体験学習等 定する中で、場や Ａ ランティアとの関わり との関わりでは、
情調整をしながら の場で、関わる人に 人に合わせた関わ 方などでは、笑顔を交 言葉遣いに課題が
良好な対人関係を 合わせた態度や会話 り方や話し方がで えながら一緒に活動し、 残る場面もあるが、
積極的に築こうと の指導をする。 きたか。 丁寧な言葉遣いもでき 振り返り場面では、
する力を高める。 ていた。言葉遣いのチ 本人もその事に気

ェックシートで、毎日 付いている。少し
評価して振り返り、 1 ずつ意識して変え
年次と比べることでき ようとしている様
ることが増えた。 子も見られ、継続

して指導していく。

【重複障害学級】
○様々な人と関わ ○実態把握をし、課 ○個に応じた表現 ・各授業で個に応じた ・継続して、定期
る表現力を高め、 程毎の学習グループ 方法で自分の気持 Ａ 表現方法を使い、発表 的に課程会議を設
良好な対人関係や の中で、個に応じた ちを表すことがで の機会を設けたり、言 けて、共通理解を
集団生活を築く力 意思表示が明確にで きたか。 葉やサイン、文字、写 図りながら指導す
を身に付ける。 きるよう指導する。 真カード、発声、視線 る。

などの表現で意思表示
することができた。

・発達検査で実態把握
をし、指導後変容がほ
とんどの生徒に現れた。

○集団生活での決 ○学部全体や A 中と ○様々な集団学習 ・視覚教材の活用、友 ・集団学習の場を
まりを理解し、協 の合同学習、交流学 の中で、決まりを Ａ 達同士が声掛け合える 定期的に設定し、
力し合って生活す 習等の集団の場で、 守って、落ち着い ような環境作りや手本 指導を継続してい
る力を高める。 決まりや態度等を身 て授業を受けるこ となる言葉掛けを具体 く。

に付けられるよう、 とができたか。 的に見せた。その結果、
指導する。 その場の状況に合った
見通しを持たせるた 行動や態度がとれるよ
めのスケジュールの うになった。
提示や視覚的に分か
りやすい教材等で指 ・学習内容により、様
導する。 々なグループを設定し、

色々な人と関わるよう
にした。その結果、学
習の見通しが持て、順
番を理解し、落ち着い
て取り組めた。

・学部全体での学習で
は、他者を理解してい
る様子が見られた。
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⑥【肢体不自由教育部門 高等部】
評価項目 具体策 指標 評価 成果・取組状況 反省・改善

【通常学級】
○豊かな人間関係 ○それぞれの学習を ○コミュニケーシ ・グループ学習で意見
に必要となる自己 通して自己意識の確 ョン活動を相互理 Ａ を取りまとめる役割を
の能力に応じた実 立に働きかけると共 解の機会としても 担い、メンバーに意欲
践的なコミュニケ に、他者承認の意義 とらえることがで 的に働きかける姿勢を
ーション能力を高 等についても理解を きたか。 うかがうことができた。
める。 深め、社会参加の上 ○ビジネスの諸活 ・「職業」の授業の中

でも重要になる相互 動に適切に対応す で職場内のコミュニケ
理解のためのコミュ るための基本的な ーションの重要性を学
ニケーション力の基 コミュニケーショ 習し、現場実習で活か
礎を育てる。 ン力を身に付ける すことができた。

ことができたか。

【重複障害学級】
○集団生活、社会 ○日常生活の指導、 ○コミュニケーシ ・発表の場を多く設け ・生徒それぞれの
生活で必要となる 生活単元学習、作業 ョンの意義や便利 Ｂ て伝える経験を重ね、 発信の方法を教師
コミュニケーショ 学習の中で、挨拶や さをよく理解し、 様々な場面で自分から 間で共有する機会
ン能力を高め、主 基本的な報告、意見 積極的に身に付け 発信しようとする姿勢 を確保し、生徒の
体的に対人関係を 発表、相手の意見を ようとすることが がうかがえるようにな コミュニケーショ
築く力を身に付け 聞く等を十分に行い、 できたか。 った。 ンへの意欲のいっ
る。（重１） 基本的なコミュニケ ・クラスの友達同士で そうの向上を図る。

ーション力を身に付 お互いに気に掛ける様
ける。 子が見られるようにな

ってきた。

○社会生活におけ ○日常生活の指導、 ○教員は生徒の意 ・教師同士が生徒の意 ・検討会等により
る 決 ま り を 理 解 自立活動の指導の中 思表出をその生徒 Ｂ 思表示を共通理解する 生徒の意思表示の
し、感情を調整し で、指導する教員が に係わる教員間で ことで教師が代わって 方法や定着の状況
ながら適切に行動 代わっても自分なり 十分に確認するこ も生徒が安心して意思 等について検証を
する力を身に付け の方法で意思や気持 とができたか。 表示をする様子が見ら 深める。
る。（重２） ちを表出しようとす れた。

ることができる。

⑧【ひばり分教室】
評価項目 具体策 指標 評価 成果・取組状況 反省・改善

○学級や教室全体 ○特別活動や総合的 ○自分の役割や分 ・集団の設定が難しい ・今後も一人一人
の中で、自分の役 な学習等において、 担を果たしたり、 Ｂ 状況のときもあったが、 が意識できるよう
割や分担を果たし 活動の目標や児童生 意識したりできた 活動や成果について記 促したり、指導場
たり、意識したり 徒の実態に応じた集 か。 録を蓄積した。これら 面設定の工夫に取
す る こ と が で き 団を設定し、役割や を次の指導の働きかけ り組む。
る。 分担がある活動を実 等に生かすことで少し

施する。 ずつだが、自分の役割
病状により活動へ を意識して取り組む様

の参加が難しい児童 子が見られるようにな
生徒には、個の能力 ってきた。
に応じた役割や分担
を設定したり、意識
できるように促した
りする。

○思いやりを持っ ○友達の様子を伝え ○思いやりを持っ ・学部会の児童生徒の ・教師間での共通
て友達と関わるこ るなど、友達に意識 て友達関わろうと Ａ 様子で思いやりを持っ 理解を引き続き行
とができる。 を向けるように促す。 する姿が見られた て関わることができた い、指導に生かす。

教師が思いやりを か。 場面や評価を共有する
持って接することで、 評価は、教師に ことで教師自身がより
相手を思いやる気持 よる支援の記録と 意識して指導に当たる
ちを涵養する。 児童生徒の行動の ことができた。

記録に基づき、教
師全員の合意によ ・登校できない生徒を
り決定する。 思いやるなど友達のこ

とを意識する行動が多
く見られるようになっ
た。
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⑦【訪問教育学級】
評価項目 具体策 指標 評価 成果・取組状況 反省・改善

○ 身近な人に対 ○児童生徒の好きな ○各児童生徒の実 ・各児童生徒の好きな ・医療的ケアが必
す る 表 現 力 を 高 活動を通して、「楽し 態に応じた表情や 活動を授業に取り入れ 要な重度障害の児
め、安定した態度 い」「もっと」等の表 サインによる発信 Ｂ た結果、「もっと」「早 童生徒については
で集団活動に参加 情やサインを引き出 を１回の授業で１ く」などの気持ちを表 心拍数や表情など
する力を身に付け すような働き掛けを 回以上、引き出し 情の変化、発声、身振 を観察しながら意
る。 する。 たり確認したりす りなどによる表出を毎 思の表出を探って

○表出の乏しい児童 る こ と が で き た 回の授業で１回以上促 いるが、発信の確
生徒については、丁 か。 すことができた。 認には限界がある。
寧な働きかけと観察
及び記録を継続し、
授業に活かしていく。

○「集団で学習する ○友達と一緒に集 （１）始業式・終業式、 ・在宅児童生徒や
機会」を可能な範囲 団活動に参加する 「音楽家との交流」「夏 ベッドサイドで授
で設定し、参加が実 ことができたか。 Ｂ 休み集団学習」には４ 業を行う児童生徒
現できるよう保護者 （星風院入所児童 人全員参加できた。ま の集団学習の場の
や施設職員に協力を 生徒） た、２名は１１月半ば 設定には限界があ
要請していく。 まで週１～２回程度教 るが、次年度以降

〇年間２回、集団 室にて小集団学習を行 も集団学習の場を
学習（「音楽家と うことができた。回を 設定していく。
の交流」、「夏休み 重ねるにつれて落ち着
集団学習」）に参 いて学習でき、友達を
加できたか。 意識する様子も見られ
（在宅児童生徒） た。さらに、1名は「本

校での授業」を月１回
程度実施できた。施設
側の都合により中止と
なったこともあった。

〇年間２回以上、 （２）在宅児童生徒が
集団学習（学校行 訪問や所属学部の校外
事、訪問行事、交 学習への参加を予定し
流学習など）に参 ていたが、体調不良の
加できたか。 ため全て参加すること

ができなかった。２名
とも運動会に参加し、
交流校生（栃農高生）
と関わることができた。
また 1 名の児童は「壬
生高交流」に１回参加
することができた。
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⑨【寄宿舎・舎務部】
評価項目 具体策 指標 評価 成果・取組状況 反省・改善

○集団生活の中で ○舎生自ら学校や寄 ○ブロック職員・ ・職員から、学校や寄
適切なコミュニケ 宿舎行事に興味関心 舎担が取り上げた 宿舎での話題を取り上
ーション方法や気 を持たせる。 話題に興味を示し Ａ げることや、行事予定
持ちの安定を図る 会話ができたか。 を提示したこともあり、
方 法 の 指 導 に 努 ブロック行事や全体行
め、自分らしい余 事について話題にする
暇活動を充実させ ことができ、行事にも
る。 楽しく参加することが

きた。
○余暇時間にＴＶの ○社会のニュース ・一部の舎生ではある ・天気や災害など
ニュースを流し、話 を聞き話題にでき が、スポーツニュース の身近な話題やニ
題に取り入れる。 たか。 Ｂ などを見ることで共通 ュースに関心が持

の話題が増えて会話が てるように職員か
○身近なニュース 生まれることや、悲し ら働きかける。
を聞き話題にでき いニュースを見て当事
たか。 者の気持ちを考えた発

言が増えた。

○趣味の講座（19回） ○楽しめる内容に ・舎生の意見をアンケ
において楽しめる内 することができた ートなどで把握し反映
容にし、他の舎生と か。 Ａ したことでみんなが楽
関わりを持たせる。 しめる内容となり、舎
また、各講座に職員 ○他の舎生の意見 生同士関わりを持ちな
が二人は入り、一人 を聞きながら、自 がら活動することがで
が指導にあたり、一 分の考えを話すこ きた。
人は舎生の様子を見 とができたか。
る。
○職員間で連携を図 ○舎生自らが、気 ・舎担を中心に舎生一 ・一人一人に合う
り、舎生の心の安定 持ちの安定を図る 人一人の性格や実態を 安定する方法を検
を図る。 方法を知ることが Ｂ 把握し、職員間で共通 討し、また、感情

できたか。 理解することで概ね落 表出できるように
ち着いて生活すること 支援していく。
ができた。また職員か
ら安定を図る方法を提
案し、自分に合う方法
を知り自ら心の安定を
図ろうとする舎生もい
た。

⑩【教務部】
評価項目 具体策 指標 評価 成果・取組状況 反省・改善

○基本研修等を通 ○基本研修等での研 ○研修者各々が、 ・研究授業や課題研究 ・これまでの取組
し、社会性の育成 究授業や課題研究の 研究授業や課題研 Ｂ の中で社会性の育成を の成果について共
に関わる指導力の 中で、社会性の育成 究を通して、社会 念頭に取り組み、確か 通理解を図り、今
向上を図る。 に関連する取組につ 性の育成に関連す な児童生徒の変容を捉 後も継続して日々

いて検討、考察でき る一連の指導状況 えることができた。研 の指導に当たって
るよう、研修を展開 (実態把握、目標 修者だけでなく、社会 いく。
していく。 ・ 学 習 活 動 の 設 性の育成に向けた指導

定、指導の展開・ の在り方や姿勢、学習
変容、成果等)を の目的に対する十分な
評価し、報告書等 吟味など、学年や学部
にまとめることが 全体の指導力向上にも
できたか。 寄与できた。

⑪【情報部】
評価項目 具体策 指標 評価 成果・取組状況 反省・改善

○児童生徒の他者 ○具体的操作を交え ○研修後のアンケ ・アンケートの結果は ・参加率は 30 ％程
を理解しようとす た研修の実施。 ートにおいて、５ Ａ ４以上であった。しか 度であるため、職
る気持ちや態度の 段階評価の満足度 し、希望研修であり、 員の希望も考えな
育成につながるよ で平均４以上だっ 元々関心のある職員の がら、多くの職員
うなソフトの効果 たか。 評価のため高評価だっ に啓発していける
的 な 活 用 法 の 啓 た、とも考えられる。 よう、内容や周知
発。 方法を考えていく。
○情報発信をする ○情報モラルや情報 ○各学期１回以上 ・研修は予定通り実施 ・十分に時間を確
ときに、正しく情 セキュリティに関す の伝達講習を実施 Ａ できた。職員室毎の研 保できるよう、研
報を扱うための情 る内容の伝達講習の できたか。 修で、時間が十分に確 修の日程等を調整
報提供。 実施。 保できない職員室もあ する。

った。
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⑫【学習指導部】
評価項目 具体策 指標 評価 成果・取組状況 反省・改善

○社会性の育成に ○個別の指導計画の ○個別の指導計画 ・社会性の育成に関す ・様々な学習集団
向け、教員間や学 実態、年間目標、学 検討会を適切に実 Ｂ る項目の目標に下線を で指導を行う教員
部間で連携を図り 期の目標の社会性に 施し、児童生徒の 引いたことにより、検 同士が共通理解を
ながら児童生徒の 関する項目に下線を 実態や目標等を、 討会や評価において関 図り、より良い指
実態に即した指導 引き、検討会等を通 関わる教員が共有 わる教師が共通理解を 導に反映させてい
を行う。 して関わる教員全体 し、連携を図って 持って実態に即した指 けるように検討会

が共通理解を図って 指導を行うことが 導を行うことができた。 を適切に実施する。
指導に取り組むよう できたか。
にする。
○学校全体の研究テ ○学部全体で研究 ・「社会性の育成」を ・次年度の研究テ
ーマを「社会性の育 に取り組み、社会 Ｂ テーマに各学部で研究 ーマについては、
成」と関連付けて設 性の伸張に向け、 を組織的に行い、児童 なるべく早い時期
定し、組織的な取組 効果的な実践を行 生徒に実践的な指導を に決定し、計画的
を促す。 う こ と が で き た 行うことができた。 に取り組めるよう

か。 にしていく。

○学校内外の様々 ○学部集会において、 ○学部集会に児童 ・学部集会や学年集会、 ・集会や行事以外
な人との関わりの 異なる部門や学年の 生徒同士が関わる Ｂ ブロック集会など学級 にも、他学部や異
中で、自らの思い 児童生徒と関わる機 活動を学期１回以 の枠を超えた集団学習 なる部門の児童生
を表出したり、主 会を設定し、主体的 上取り入れ、自分 の機会を学期に１回以 徒と関わる機会が
体的に他者に働き に他者と関わってい なりの方法で関わ 上設定できた。他者と 持てるように検討
かけようとする力 けるように促す。 りを持とうとする の関わりが自分なりの していく。
を養う。 ことができたか。 方法で持てるようにな

ってきた。

○校外学習等におい ○「様々な人との ・校外学習や修学旅行 ・様々な学習活動
て、児童生徒が他者 関わり」を校外学 Ｂ などの行事の中で、教 を通して、児童生
とやりとりする場面 習等の視点の一つ 師が他者と関わりが持 徒が主体的に他者
を設定したり、適宜 として全職員に周 てるような場面を設定 と関わる場面が設
捉えたりして関わり 知を図り、計画的 し、児童生徒が様々な 定できるように、
を促す。 に実践することが 人と関わる機会を持つ 教師の意識向上を

できたか。 ことができた。 目指していく。

⑬【交流教育部】
評価項目 具体策 指標 評価 成果・取組状況 反省・改善

○各学部の交流活 ○実施後、活動の様 ○毎回掲載するこ ・回数は多くなかった ・今後も情報部と
動及びボランティ 子や講座の内容をＨ とができたか。 Ｂ が、掲載することがで の連携を深めなが
アスクールの紹介 Ｐに掲載 きた。 ら継続して取り組

む。
○交流活動及びボ ○交流は実施後に活 ○交流実施後、２ ・遅れることもあった ・今年度から児童
ランティアスクー 動内容と成果をまと 週間を目安に作成 が、おおむね交流実施 生徒の変容につい
ルで得られた成果 めて掲示、ボランテ 掲示、またアンケ Ｂ 後２週間程度で活動内 ても触れるように
の周知 ィアスクールはアン ートの集計結果を 容の掲示をすることが したが、内容とし

ケートを実施 回覧し、周知でき できた。 てはまだ検討の余
たか。 ・ボランティアスクー 地がある。

ルを実施した後にアン ・アンケート結果
ケートを行い、集計し からニーズを分析
た結果を回覧すること し、次の講座に活
ができた。 かせるようにする。

⑭【生徒指導部】
評価項目 具体策 指標 評価 成果・取組状況 反省・改善

○ 教 育 相 談 に よ ○教育相談週間を利 ○相談後のアンケ A 高では 100 ％の満足 ・具体策に受動的
り、児童生徒が安 用して計画的に相談 ート結果で、相談 Ａ だった一方で、評価基 （消極的）なスタ
心して生活できる に取り組むとともに、 に満足した児童生 準では図れない児童生 ンスだけでなく能
ように努める。 相談のしやすさ等環 徒の割合が 90 ％ 徒も存在している。 動的（積極的）ス

境整備も図る。 以上だったか。 タンスも取り入れ、
評価基準も合わせ
る。

○児童生徒の社会 ○「帰属意識の高い ○取組の経過を確 「学業指導の充実」に ・引き続き継続す
的自立に向け、学 学級づくり」「一人一 認し，児童生徒の Ａ 取り組む中で、いじめ るとともに、児童
業指導に努める。 人の実態に配慮した 変容が見られた学 に関する保護者アンケ 生徒個々の変容、

授業作り」に向けた 級が 80 ％以上だ ートの結果が向上した。 学級全体の変容と
取組の充実を図る。 ったか。 いう観点も取り入

れてアンケートを
実施する。
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⑮【健康指導部】
評価項目 具体策 指標 評価 成果・取組状況 反省・改善

○児童生徒の食に ○各学部で児童生徒 〇食育授業後アン ・アンケートの結果、 ・来年度も引き続
対する興味・関心 の実態に合わせて、 ケートをとり、児 Ｂ 食への関心や知識は８ き実態に応じた食
を深めると共に、 食事の大切さや食事 童生徒の食への関 割以上が向上する事が 育を行えるよい。
食事の大切さやマ のマナー、摂食につ 心の深まりやマナ できた。食のマナーに ・食事のマナーは、
ナーを身に付けら いての食育授業を実 ーの向上が見られ 関しては、７割であっ 授業だけではなく
れ る よ う に 努 め 施する。 た児童生徒が８割 た。 給食などでも取り
る。 以上いたか。 組めるようにして

いきたい。
○食に関する情報 ○食育だよりを通し 〇年間４回以上食 ・今年度４回以上の食 ・来年度も学校と
を保護者に提供す て、食に関する情報 育 だ よ り を 発 行 Ａ 育だよりを発行するこ 保護者が児童生徒
ることができる。 を提供する。 し、保護者に配付 とができた。 の食事について連

する。 ・家庭での食事に活か 携がとれるような
せるような内容であっ 内容を検討しなが
た。 ら発行をする。
・家庭と学校が連携で
きるような内容であっ
た。

⑯【進路指導部】
評価項目 具体策 指標 評価 成果・取組状況 反省・改善

○進路だよりを通 ○卒業後に向けた児 ○年４回以上進路 ・定期的に発行するこ ・保護者に分かり
し、進路指導に関 童生徒の社会性の育 だよりを発行する Ａ とができた。（３月に やすく、活動内容
する情報を職員や 成に向け、校内・校 ことができたか。 残り１回発行予定） や情報等を今後も
保 護 者 に 提 供 す 外での活動内容を掲 伝えていく。
る。 載した進路だよりを

年４回以上発行する。
○個々のコミュニ ○日常の学習だけで ○ 実 習 等 を 通 し ・実習で出た課題を担 ・今後も、個々の
ケーション能力の なく、校内における て、実践、反省を 任と共有し、学校生活 コミュニケーショ
向上を図る。 実習や産業現場等に 行い、個々の課題 Ｂ の中で次の実習や卒業 ン能力の向上でき

おける実習を通して を明確にし、学習 後に向け改善できるよ るよう、生徒の課
反省を生かし、個々 の中で活かすこと うにした。 題等、共有し、改
のコミュニケーショ ができたか。 善に向け取り組む。
ン能力の課題を明確
にし、向上を図る。

⑰【渉外部】
評価項目 具体策 指標 評価 成果・取組状況 反省・改善

○社会性の育成に ○社会性の育成に関 ○回覧やシェアポ ・研修の資料を回覧等 ・毎回情報提供で
関 す る 各 種 総 会 する各種総会（講演） イントで毎回報告 Ｂ でほぼ報告することが きるよう、渉外部
（講演）、研修等 や研修の資料を回覧、 することができた できた。 内で連絡調整して
の報告。 シェアポイントに掲 か。 共通理解を図る。

示。
○家庭教育啓発の ○保護者に研修や講 ○年間３回以上案 ・保護者のニーズに応 ・学級員や本部役
ための研修等の情 演会の案内を配布。 内を配布すること Ｂ じた研修や講演会の案 員の合同会議でも
報提供。 ＰＴＡだより号外の ができたか。号外 内を配布したところ、 連絡し、参加を促

発行。 を年間２回以上発 毎回数名の参加があっ していく。
行することができ た。
たか。 ・研修、講演会の内容 ・号外はカラー用

を抜粋して PTA 号外に 紙に印刷して配布
掲載し、啓発を図るこ する。また、 PTA
とができた。また、希 活動の理解を深め
望者には講演会の資料 るため、活動報告
を配布した。 も行っていく。

⑱【地域支援部】
評価項目 具体策 指標 評価 成果・取組状況 反省・改善

○行動上の問題と ○地域支援部通信の ○年間６回以上発 ・７回発行できた。通 ・引き続き情報発
その指導支援の方 定期的な発行 行することができ Ａ 信を読んだ先生方から 信を行っていく。
法に関する情報の たか。 「家庭でも参考になる
提供 と思うので、保護者に

配付してはどうか」や、
外部から（研修時に配
付）「自校の研修でも
活用し、好評だ」との
感想を頂いた。

○コミュニケーシ ○夏季休業中の研修 ○参加者の８割が ・「２学期の指導支援 ・先生方のニーズ
ョンに関する情報 会の開催 「今後の指導支援 Ｂ に役立つ情報が得られ を把握し、指導支
の提供 に役立つ」と答え た」が 57 ％、「今後、 援に役立つような

たか。 必要な児童生徒がいた 研修内容を検討す
ら活用したい」が 43 ％ る。
で、参加者に有益な情
報を提供できたと考え
られる。
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